
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成25年８月９日

【四半期会計期間】 第94期第１四半期

(自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日)

【会社名】 科研製薬株式会社

【英訳名】 KAKEN PHARMACEUTICAL CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　大　沼　哲　夫

【本店の所在の場所】 東京都文京区本駒込二丁目28番８号

【電話番号】 03(5977)5007(ダイヤルイン)

【事務連絡者氏名】 経理部長　　鈴　木　淳　平

【最寄りの連絡場所】 東京都文京区本駒込二丁目28番８号

【電話番号】 03(5977)5007(ダイヤルイン)

【事務連絡者氏名】 経理部長　　鈴　木　淳　平

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　 　(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　 　

　 　

　

EDINET提出書類

科研製薬株式会社(E00935)

四半期報告書

 1/18



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次

第93期

第１四半期

連結累計期間

第94期

第１四半期

連結累計期間

第93期

会計期間
自　平成24年４月１日

至　平成24年６月30日

自　平成25年４月１日

至　平成25年６月30日

自　平成24年４月１日

至　平成25年３月31日

売上高 (百万円) 20,781 21,270 87,054

経常利益 (百万円) 3,398 3,459 14,250

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,102 2,207 8,991

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,952 2,213 10,377

純資産額 (百万円) 61,216 65,723 66,578

総資産額 (百万円) 101,699 108,451 108,911

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 23.82 25.60 103.30

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 60.2 60.6 61.1

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び連結子会社)が営む事業の内容に重要な変

更はありません。

　また、連結子会社についても異動はありません。

　

EDINET提出書類

科研製薬株式会社(E00935)

四半期報告書

 2/18



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は21,270百万円(対前年同四半期比2.4％増)、営業利益は

3,478百万円(対前年同四半期比0.2％増)、経常利益は3,459百万円(対前年同四半期比1.8％増)、四半期純

利益は2,207百万円(対前年同四半期比5.0％増)となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 薬業

医薬品・医療機器につきましては、関節機能改善剤「アルツ」、癒着防止吸収性バリア「セプラフィル

ム」、後発医薬品が売上を伸ばし、慢性動脈閉塞症治療剤「プロサイリン」、経皮吸収型鎮痛消炎貼付剤

「アドフィード」は減収となりました。

　農業薬品につきましては、殺菌剤「ポリオキシン」が売上を伸ばし、増収となりました。

　その結果、売上高は20,648百万円(対前年同四半期比2.3％増)、セグメント利益(営業利益)は3,115百万

円(対前年同四半期比0.5％増)となりました。

  なお、海外売上高は821百万円となりました。

② 不動産事業

不動産事業の主たる収入は文京グリーンコート関連の賃貸料であります。売上高は622百万円(対前年

同四半期比2.6％増)、セグメント利益(営業利益)は362百万円(対前年同四半期比2.7％減)となりました。

 

　なお、上記金額には消費税等は含まれておりません。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は108,451百万円となり、前連結会計年度末に比べ460百

万円の減少となりました。これは主に、有価証券の減少によるものであります。

  負債は42,728百万円となり、前連結会計年度末に比べ395百万円の増加となりました。これは主に、未払

費用の増加によるものであります。

  また、純資産は65,723百万円となり、前連結会計年度末に比べ855百万円の減少となりました。これは主

に、自己株式の取得によるものであります。

  自己資本比率は、60.6％(前連結会計年度末61.1％)となりました。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1,598百万円であります。

また、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

なお、上記金額には消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 360,000,000

計 360,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年８月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 101,879,461101,879,461
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は1,000株
であります。

計 101,879,461101,879,461― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年６月30日 ― 101,879,461― 23,853 ― 11,406

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

15,537,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

85,391,000
85,391 ―

単元未満株式
普通株式

951,461
― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 101,879,461 ― ―

総株主の議決権 ― 85,391 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が11,000株(議決権11個)

含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
科研製薬株式会社

東京都文京区
本駒込２－28－８

15,537,000 ― 15,537,00015.25

計 ― 15,537,000 ― 15,537,00015.25

(注)  株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権１個)あります。

なお、当該株式数は上記「①　発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含まれております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、聖橋監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,710 9,296

受取手形及び売掛金 ※1
 31,174

※1
 31,103

有価証券 7,210 6,711

商品及び製品 6,018 5,963

仕掛品 1,438 1,721

原材料及び貯蔵品 4,075 4,380

その他 2,359 2,283

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 61,983 61,457

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,710 17,496

その他（純額） 11,427 11,754

有形固定資産合計 29,138 29,251

無形固定資産 732 690

投資その他の資産

投資有価証券 10,272 10,281

その他 6,784 6,771

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 17,057 17,052

固定資産合計 46,928 46,994

資産合計 108,911 108,451
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 16,367

※1
 16,779

短期借入金 8,390 8,390

未払法人税等 2,616 1,320

引当金

賞与引当金 1,129 566

その他の引当金 635 504

その他 ※1
 6,093

※1
 8,188

流動負債合計 35,232 35,750

固定負債

引当金

退職給付引当金 6,112 6,151

その他の引当金 5 2

その他 982 824

固定負債合計 7,100 6,977

負債合計 42,333 42,728

純資産の部

株主資本

資本金 23,853 23,853

資本剰余金 11,587 11,587

利益剰余金 43,997 44,305

自己株式 △14,796 △15,964

株主資本合計 64,642 63,781

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,936 1,941

その他の包括利益累計額合計 1,936 1,941

純資産合計 66,578 65,723

負債純資産合計 108,911 108,451
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 20,781 21,270

売上原価 10,683 10,919

売上総利益 10,098 10,350

販売費及び一般管理費

販売促進費 191 266

給料 1,958 1,977

賞与及び賞与引当金繰入額 374 395

福利厚生費 243 252

退職給付費用 304 222

賃借料 362 369

旅費及び交通費 341 353

研究開発費 1,461 1,598

その他 1,388 1,436

販売費及び一般管理費合計 6,626 6,872

営業利益 3,471 3,478

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 78 113

その他 8 17

営業外収益合計 89 133

営業外費用

支払利息 18 14

退職給付会計基準変更時差異の処理額 131 131

その他 14 5

営業外費用合計 163 151

経常利益 3,398 3,459

特別利益

その他 3 2

特別利益合計 3 2

特別損失

固定資産除却損 30 9

特別損失合計 30 9

税金等調整前四半期純利益 3,370 3,453

法人税等 1,267 1,245

少数株主損益調整前四半期純利益 2,102 2,207

四半期純利益 2,102 2,207
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,102 2,207

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △150 5

その他の包括利益合計 △150 5

四半期包括利益 1,952 2,213

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,952 2,213

EDINET提出書類

科研製薬株式会社(E00935)

四半期報告書

11/18



【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　
(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

　
(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

　
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　
当第１四半期連結累計期間

(自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日)

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。

　
(財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、企業集団の財政状態、経営成績及び

キャッシュ・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの)

該当事項はありません。

　

(追加情報)

該当事項はありません。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 188百万円 176百万円

支払手形 167 163

流動負債「その他」
100 16

（設備関係支払手形）

　

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおり

であります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 586百万円 604百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)
　

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 1,767 20.00平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

　

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの
　

該当事項はありません。

　

３　株主資本の金額の著しい変動

自己株式の取得

当社は、当第１四半期連結累計期間において、平成24年５月14日開催の取締役会決議に基づき、自己

株式を1,000,000株、1,034百万円取得いたしました。

なお、当第１四半期連結会計期間末における自己株式は14,503,564株、13,632百万円となっておりま

す。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日)
　

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,899 22.00平成25年３月31日平成25年６月28日利益剰余金

　
２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの
　

該当事項はありません。

　

３　株主資本の金額の著しい変動

自己株式の取得

当社は、当第１四半期連結累計期間において、平成25年５月13日開催の取締役会決議に基づき、自己

株式を750,000株、1,159百万円取得いたしました。

なお、当第１四半期連結会計期間末における自己株式は16,293,447株、15,964百万円となっておりま

す。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　

報告セグメント
調整額
（百万円）

四半期連結損益
計算書計上額
（百万円）

薬業
（百万円）

不動産事業
（百万円）

計
（百万円）

　売上高 　 　 　 　 　

  　外部顧客への売上高 20,175 606 20,781 ― 20,781

  　セグメント間の内部売上高
  　又は振替高

― 78 78 △78 ―

計 20,175 685 20,860 △78 20,781

　セグメント利益(営業利益) 3,099 372 3,471 ― 3,471

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　

報告セグメント
調整額
（百万円）

四半期連結損益
計算書計上額
（百万円）

薬業
（百万円）

不動産事業
（百万円）

計
（百万円）

　売上高 　 　 　 　 　

  　外部顧客への売上高 20,648 622 21,270 ― 21,270

  　セグメント間の内部売上高
  　又は振替高

― 79 79 △79 ―

計 20,648 701 21,349 △79 21,270

　セグメント利益(営業利益) 3,115 362 3,478 ― 3,478

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 23円82銭 25円60銭

  （算定上の基礎） 　 　

　  四半期純利益金額(百万円) 2,102 2,207

　　普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

　  普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 2,102 2,207

　　普通株式の期中平均株式数(千株) 88,273 86,240

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　    

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

科研製薬株式会社(E00935)

四半期報告書

17/18



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月９日

科研製薬株式会社

取締役会  御中

　

聖橋監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　平　　山　　　　　昇

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　朝　　長　　義　　郎

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　松　　浦　　大　　樹

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている科研
製薬株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平
成25年４月１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年
６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四
半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ
とが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、科研製薬株式会社及び連結子会社の平成25年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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